
 

 

 

 

 

 

 

・「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進」を図
ることで、教育活動が充実すること。 

・「地域学校協働活動として成立させる」ためには、「どんな活動をす
るか」ではなく、「何のためにするか」がポイントとなること。 

・地域は、未来の地域の担い手である、子どもたちが生活や社会につ
いて、体験的・探究的に学習できる場であること。 

・コミュニティ・スクールや地域学校協働活動に、地域住民が参加す
ることで、住民意識の高揚や連帯感の醸成等につながり、効果的に
地域づくりを推進できること。 
（楢葉町では、こども園と小中学校の運営に保護者や地域住民が参
画する仕組みを整備した。） 

 

 岩手県教育委員会事務局 

生涯学習文化財課 地域学校連携担当 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 

ＴＥＬ 019-629-6173 

ＦＡＸ 019-629-6179 

Ｅ-mail DB0005@pref.iwate.jp 

 

 

 

https://manabinet.pref.iwate.jp 

「まなびネットいわて」には、文部科学省が作成したパンフ

レットや全国の事例紹介があります。また、岩手県が作成した

資料や県内の事例等の紹介もあります。ぜひ、ご覧ください。 
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参加者の感想（一部抜粋） 

楢葉町地域学校協働センター長楢葉町教育委員会指導主事・猿渡 智衛氏を講師に招き、
講演と演習を実施しました。当日は、112名の関係者が参加し、後半の演習では活発な情
報交流がなされました。 

中部教育事務所「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム（７月11日） 

３つの会場に分かれ、情報交換をする参加者の様子 

・「子どもの教育は学校がすべきもの」という意
識は保護者からも感じることがあるので、意
識を変えられるような働きかけができるといい
と思った。何のために活動するのかを意識し
て、今後進めていきたい。 

・今年度から地域コーディネーターを始めた。今
回のフォーラムの講演や情報交換で、ハードル
を下げ、自分のやれること・できること・プロ
フェッショナルでなくてもいいのだと感じるこ
とができた。 

・新しいことをしていくというよりは、これまで
進めてきた教育振興運動の活動とタイアップ
して（メンバー構成もほぼ同じなので）リメ
イクしながらやっていくということでいいのか
なと感じた。 

・地域学校協働活動をどのように進めていけば、
地域を担う子どもたちに力をつけていけるの
か、具体的なイメージを持つことができた。
先進的に取り組んでいる学校の事例も参考にし
ながら、自校の体制を改めて確認しようと思っ
た。 

猿渡 智衛 氏  
さるわたり  ともえ  

 

＜講演の内容から＞ 


